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有家地区有家地区

西有家地区西有家地区

加津佐地区加津佐地区

　南島原市発足後初めてとなる、旧町単位の体育祭が10月１日㈰に開催され、有家町、西

有家町、加津佐町の各地区では子どもからお年寄りまでが集い、秋の１日を元気いっぱい

に過ごしました。各地区では、限られた予算の中で競技種目に工夫を凝らし、地区市民が

一丸となって大会開催にこぎ着けました。競技は園児による演技にはじまり、綱引きや玉

入れなど体育祭定番のものや、奥さんを背負って走る夫婦リレーなど楽しいメニューも。

　中でも、一番の盛り上がりを見せるのはやはり自治会対抗リレー。走る本人が一生懸命

なのはもちろん、応援団も身を乗り出してのかけ声が会場いっぱいに広がりました。

対　象

小学生

老人会

種 目 順 位

名対抗短縄マラソン 新 切① 山 川 名② 蒲 河③

ボ ー ル 送 り 小 川① 中 須 川② ③

堂 崎 ２① 有 家 １② 新 切③

有 家 １① 堂 崎 １② 蒲 河

久 保

消防団 分 団 対 抗 リ レ ー ２ 分 団① １ 分 団② ③ ７ 分 団

ＰＴＡ 名対抗通しリレー 新 切① 蒲 河② ③ 石 田 名

玉 入 れ
中 山① 堤② ③ 上 藤 原

陣 之 内⑤ 清 水⑤ ⑥ 堀切・浜・長田

ワ ン ダ ー ８
上 藤 原① 中 山② ③ 堀 切

長 田④ 陣 之 内⑤ ⑥ 中 須 川

ふたりでフーフー
上 藤 原① 陣 之 内② ③ 堀 切

長 田④ 中 山⑤ ⑥ 尾 上

年 代 別 リ レ ー
上 藤 原① 境 目② ③ 堀 切

中 山④ 長 田⑤ ⑥ 尾 上

総　　　　合
上 藤 原① 中 山② ③ 堀 切

長 田④ 陣 之 内⑤ ⑥ 浜

つ な ひ き
中 山① 陣之内② 浜③ 上藤原③

堤④ 下 町⑤ 境 目⑤ 長 田⑤

一 般 ジャンケンチャンピオン 上 尾 上 自 治 会 野原　みずほ ちゃん

③

男子

女子
学校対抗リレー

自

治

会

対

抗

競

技

種 目 須川西 長 野 見 岳 龍 石 須川東 慈恩寺 里 坊

小学生学年別リレー 10 ６ ９ ８ ４ ７ ５

中学生学年別リレー ４ 10 ６ ８ ９ ５ ７

ビンたおし競争 ８ 10 ７ ５ ６ ９ ４

親子なわとび大会 26.4 32.4 32.4

23.5 16.5 22.5

21.4 1927 10

ホールインワン 10 ８ ６ ９ ５ ７ ４

玉 入 れ 32 24 22 14

増足ムカデ競争 10 ７ ４ ８ ６ ９ ５

栄光の一発逆転 13 15 14 19 21 10 15

みそ五郎綱引き ８ ５ 10 ６ ７ ９ ４

障 害 物 競 走 ８ ７ ６ ５ ９ 10 ４

年 代 別 リ レ ー 10 ７ ５ ９ ６ ８ ４

総 合 得 点 139.4 131.4 122.9 120.5 116.4 107 84.5

総 合 順 位 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７

種 目 津波見名 野 田 名 宮 原 名 六反田名 水月名Ａ 水月名Ｂ

種 目 １ 位 ２ 位 ３ 位 ４ 位 ５ 位 ６ 位

大縄飛び（こどもの部） １ 5 ６ 2 3 4

2 ２ ６ 3 4 5

５ 2 ２ 5 2 5

26 15 15 20 13 13

21 12 24 30 17 20

2 6 ４ 1 5 3

6 0 ０ 5 4 ０

5 2 ３ 6 4 1

68 44 60 72 52 51

2 6 ３ 1 4 5

大縄飛び（大 人 の 部 ）

綱 引 き

玉 入 れ

なげてみゅ～かい。

壮年1,200mリレー

じゃがリンピック

マ マ ・ な ら ず

総 合 得 点

総 合 順 位

職場職域リレー

自治会対抗リレー１部

自治会対抗リレー２部

宮原運営協議会 ひのゑ馬 加津佐いちご 道原矢岳会 市役所Ａ ほかにわ共和国

名対抗競技総合 六反田名 津波見名 宮 原 名 水 月 名 A 水 月 名 B 野 田 名

北 ケ 峰 町 原 下 里 山 口 道 原 愛 宕 町

東 上 町 辻 西 宮 町 小 松 伊場・立木 西 串
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　　　南島原市では、市民の幅広いご意見を新市の行政に反映させ、市民との協働によるまちづくりを推進する

　　ため「南島原市総合計画審議会｣ の委員の一部を募集します。

　南島原市のめざす将来像とその実現に向けた施策

全般にわたる方向を示し、今後における計画的行政

を推進していくための最も根幹となる計画です。

　市長の諮問に応じ、市政の総合的な計画及び推進

に関する重要事項を調査審議する機関です。

　次に掲げる分野から選任し、委員数24人以内で組

織されます。

　① 学識経験を有する者

　② 市議会議員

　③ 公共的団体の役員又は職員

　④ 公募による者　（※今回募集する委員です）

　⑤ その他、市長が適当と認める者

　８名以内とします。

　委嘱の日（平成19年１月頃）から平成20年３月

31日までの、約１年３ヶ月間です。

　審議会に出席いただいた際に、市の規定により報

酬を支給します。ただし、交通費は支給されません。

　平成18年11月１日から同月30日迄です。期間厳

守としますが、事情がある場合はご連絡ください。

　次の条件を満たす人とします。

　①市内に在住する平成18年11月１日現在で満18

　　歳以上の市民であること（高校生は応募できま

　　せん）

　②現に公務員でないこと

　③平日の昼間の会議に出席できること（任期中に

　　５回開催予定）

　④南島原市の行政全般に関心を持ち、市民の立場

　　から公平な意見を述べることができること

　｢南島原市総合計画審議会委員応募用紙｣（各総合

支所および住民センターの窓口にあります。また南

島原市のホームぺージからもダウンロードできます）

により、次のいずれかの方法で申し込んでください。

　①郵送　〒859-2112　南島原市布津町乙1623-1

　　　　　南島原市企画部・企画課あて

　②FAX　 ０９５７ー７２ー４０３９

　　　　　南島原市企画部・企画課あて

　③電子メール

　　ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ：kikaku@city.minamishimabara.lg.jp

　　南島原市企画部・企画課代表アドレスあて

　市の選考委員で、応募の理由及び自己ＰＲ等につ

いて審査し決定します。

　なお、選考結果につきましては、応募者全員へ12

月下旬にお知らせします。

※南島原市のホームページでも掲載中です！

　平成18年11月６日㈪～11月17日㈮

　午前９時から午後５時まで（土・日を除く）

　①南島原市内に住所を有する者、もしくは南島

　　原市内に事務所または事業所を有する者。

　②市町村税に未納がないこと。

　など

　平成18年11月19日㈰

　午前９時　西有家庁舎３階会議室

　①一般競争入札参加申込書

　②市町村税の納税証明書（未納がないことを証

　　する証明書）

　③親権者などの同意書（未成年者の場合）

　④身分証明書（本籍地発行のもの）

　⑤商業登記簿謄本（法人で申込みを行う場合）

※売り払いのご案内と一般競争入札参加申込書の
　様式は総務部財政課管財契約班に用意しています。

　　　このたびの市町村合併により、合併関係町で所有しておりました公用車の一部を市民の皆様などへ一般　　

　　競争入札により売却（公売）することにしましたので、購入希望の人は下記要領により、入札参加申込書　　

　　を提出してください。

　　　南島原市では「ながさき田舎暮らしプロモーション事業」の一環とし

　　て、退職を間近に控えた皆様や、南島原市への移住を検討されている皆

　　様（Ｕ・Ｉターン希望者）への情報提供として、空き家情報を募集しま

　　す。収集した情報については空き家の利用希望者および、物件所有者皆

　　様の必要に応じて提供し、田舎暮らしのお手伝いをさせていただきます。

　　利用希望者登録、情報提供は市公式サイトおよび下記まで。

　　URL　http://www.city .minamish imabara . lg . jp/

トヨタ クラウン（旧西有家町長車） トヨタ クラウン（旧北有馬町長車） 三菱 デボネア（旧口之津町長車）
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　　　国保では、保険証を病院などの窓口で提示することで、必要な医療を実際にかかっている医療費より

　　もずっと少ない負担で受けられます。正常な出産で国保が使えないときについては、現金が支給されます。　

　　このように保険証で受けられる給付と受けられない給付があります。安心してお医者さんにかかれるよ

　　うに知っておくと、いざというときに役立ちます。

　　　国保では、かかった医療費の一部を負担するだけでお医者さんにかかれます。

　　　負担の割合は、年齢別に次のようになります。

　　　入院中の食事代も国保が費用の一部を負担します。１食につき次の金額を支払ってください。平成18年

　　10月から次のようになりました。

　　　住民税非課税世帯の方が入院される場合は、「標準負担額減額認定証」が必要です。

　　70才以上の方（低所得　、　に該当者）は「限度額適用・標準負担額認定証」が必要です。

　　国保の窓口で交付を受けて、医療機関に提出してください。

　　　国保加入者が出産した場合や死亡した場合は、申請すると現金が支給されます。

　　　次のような場合保険証が使えません。医療費を全額負担したとき、国保に申請し、審査で決定すると

　　自己負担分を除いた額が支給されます。

　　　１カ月間に医療機関に支払った費用が限度額を超えた場合、超えた分を払い戻します。

　　　病院等の窓口で支払った領収書、印鑑、預金通帳(口座振込み)を各総合支所及び住民センター市民窓

　　口班へ申請してください。

　　　次のようなときは、国保のサービスが受けられません。全額皆さんの負担になります。

　　　交通事故にあったり他人の飼い犬にかまれたなど、第三者の行為によって、けがや病気をしたとき、

　　国保でお医者さんにかかれます。医療費は、加害者が全額負担することが原則です。国保では医療費を

　　一時的に立て替え、あとで加害者に請求します。

　　　第三者の行為によるけがや病気について国保で医療を受けるときは、必ず事前に国保に連絡し、

　　　速やかに「第三者行為による傷病届」を提出しましょう。

① 正常な妊娠・出産（出産育児一時金を支給します。）

② 経済上の理由による妊娠中絶

③ 歯列矯正・美容整形

④ 健康診断・集団検診・予防接種

⑤ 日常生活に支障のないわきがやしみなどの治療

⑥ 仕事上のけが（労災保険の適用）

① けんかや泥酔などによる病気やけが

② 犯罪を犯したときや、故意による病気やけが

③ 医師や国保からの指示に従わなかった場合

区　　　　　分 医　　療　　費 負　担　割　合 窓　口　負　担　金

０～0２歳

１０，０００円

２　　割 ２，０００円

３～６９歳 ３　　割 ３，０００円

７０歳以上（１割） １　　割 １，０００円

７０歳以上（３割） ３　　割 ３，０００円

項　　　目 説　　　明 申請に必要なもの

①加入者が出産したとき 世帯主に出産育児一時金が支払われます

葬儀を行った人に葬祭費が支払われます

母子健康手帳、医師の証明書、印鑑

医師の証明書、保険証、印鑑①加入者が死亡したとき

事　　　　　　　例 申 請 に 必 要 な も の

① 旅先で急病になり、保険証を持たずに診療を受けたとき 病院での診療内容の明細書、領収書、保険証、印鑑

申請請求書、医師の証明書、領収書、保険証、印鑑

病院での診療内容の明細書、領収書、保険証、印鑑

② 医師が必要と認めたコルセットなどの補装具代を支払ったとき

③ 海外旅行中などに治療を受けたとき

０歳～２歳

２　割　負　担

３歳～６９歳

３　割　負　担

７０歳以上

１割負担（現役並み所得者は３割負担）

例）医療費が１０,０００円かかった場合、あなたの病院窓口での負担は次のようになります。

①７０歳未満の国保世帯

区　　　　　分

現役並所得者・一般
入院時生活療養費（１）の病院に入院

４６０円
(１日３食　１,３８０円) ３２０円

食　費（一食単位） 居住費（日　額）

現役並所得者・一般
入院時生活療養費（２）の病院に入院

４２０円
(１日３食　１,２６０円) ３２０円

区分　(非課税・所得あり)
２１０円

(１日３食　６３０円) ３２０円

区分　(非課税・所得なし)
(年金収入８０万円以下)

１３０円
(１日３食　３９０円) ３２０円

区分　(非課税・老齢福祉年金受給)
１００円

(１日３食　３００円) 無　　料

②７０歳以上の高齢者世帯

※②表は「病養病床」に入院した場合です。それ以外の一般病床については従前どおりの負担となります。

低 所 得 者

※入院時の食事代は、高額療養費（高額医療費）の支給の対象になりません。

一　般　の　世　帯

１食　２１０円90日までの入院　

90日を超える入院 １食　１６０円

１食　２６０円

住民税非課税世帯
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　　国民年金保険料は、納付した全額が所得税・市町村民税等の社会保険料控除の対象となります。国民

　年金保険料を社会保険料控除として申告する場合は、今年１年間に納付（納付見込みを含む）した国民年

　金保険料を証明する書類の添付等が必要です。

　　このため、生命保険会社等が発行する控除証明書と同様に、１年間に納付した国民年金保険料の額を

　証明する「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」（ハガキ）が社会保険庁から毎年11月初旬に送付されます。

　①本年１月から10月２日までに納付された国民年金保険料額

　②年内に納付が見込まれる場合の納付見込額

　　納付忘れ等がある場合も、年内に納付すれば、今年分の控除として申告することができます。

　　年の途中から国民年金に加入した場合や、10月３日以降に本年初めて保険料を納付する人については、

　翌年２月初旬に同様の証明書が送付されます。（平成18年中に国民年金の保険料を納付した人全員に、

　この証明書が送付されます。）

　年末調整や確定申告の手続きの際は必ずこの証明書や領収証書を添付してください。

　　国民年金保険料は、被保険者本人だけではなく、その世帯の世帯主および配偶者も連帯して納付する

　義務があります。世帯主または配偶者としてご家族の国民年金保険料を納付した場合は、その納付額の

　全額が納付した人の所得税等の控除対象となります。

　　このような場合は、年末調整等の手続きの際にご自身の社会保険料の額と合算して申告してください。

　このとき、ご家族分の証明書も申告する人の申告書に添付等する必要があります。

　※ご不明の点は、社会保険庁から送付される「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」に記載されて

　　いるお問い合わせ先までお願いします。

　　（参考）社会保険庁ホームぺージ　http://www.s ia .go. jp/

　　エコパーク論所原では、農業者以外の人が野菜や花などを栽培して、自然にふれ合うとともに、

　農業に対する理解を深めることを目的として、市民農園の貸し付けを行っています。

　　この機会にみなさんも農園チャレンジをしてみませんか。

　(1) 市内に住所を有し、かつ居住している人

　(2) 処理機・容器を適切に使用し、かつ、適切に維

　     持管理できること

　(3) 堆肥化された生ごみを自ら適切に処理する

　　 ことができること

　(4) 南島原市を所在地とする販売店から購入す

　　 ること

　(5) 電気式の買い替えの場合、合併前の旧町にお

　　 いて補助金の交付を受けたものについては 

　　 ５年以上経過していること

　・電気式

　　購入額の２分の１（100円未満切捨て）

　　限度額 ３０,０００円／機

　　１世帯１機限り　　

　・コンポスト

　　購入額の２分の１（100円未満切捨て）

　　限度額 ５,０００円／個        

      １世帯２個まで　　

※予算の範囲内で補助金の交付決定を行いますの

　で、予算額に達した場合は申請を締め切ります。

証明内容

　　　市では、家庭での生ごみを自家処理することでごみの減量化を推進するため、電気式生ごみ処理機　　

　　および生ごみ処理容器（コンポスト）を購入する世帯に購入費の一部を補助しています。

　　処理機・容器を購入前に補助金交付申請書を各総合支所・住民センターの市民窓口に提出してください。

　　※申請書等は各総合支所・住民センターの市民窓口にあります。

　　※すでに購入しているもの、補助金交付決定通知書を受け取る前に購入したものに対する補助はできません。

　　市営住宅下記団地（７戸）が空室となりましたので入居者を募集します。

   　平成18年11月１日㈬～14日㈫

　　●市営住宅申込書

　　●住民票（世帯全員分）

　　●事実を証明する書類（納税証明書など）

　　●所得証明書など収入状況を証明する書類（世帯全員分）　

　　入居者の資格要件を満たした申込者の数が募集戸数を超える場合は、公開抽選を行います。

　　●抽選日：平成18年11月21日㈫　午後２時　北有馬総合支所２階　会議室

　　※募集団地を見学したい人は、事前に各総合支所・住民センター建設課までご連絡ください。

団　　地　　名 募集戸数

1　戸

3　戸

1　戸

※前回募集で応募がなかった団地について、上記の団地に追
　加し募集する場合がありますので窓口にてご確認ください。
※深江あぜつ第１団地は特定公共賃貸住宅です。

加 津 佐 女 島 団 地

口 之 津 白 浜 団 地

南 有 馬 砂 原 団 地

1　戸深 江 あ ぜ つ 第 1 団 地
1　戸有 家 蒲 河 団 地

募  集  期  間

※応募者多数の場合は抽選により決定します

＊禁止事項

　(1) 建物及び工作物等を設置すること

　(2) 営利を目的として作物を栽培すること

　(3) 永年性や多年生作物を栽培すること

　(4) みだりに区画の形状を変えること

　(5) 市民農園を転貸しすること

対 　 象 　 者

申し込み方法

対  象  区  画

期　　      間

使  用  料  金

平成18年11月1日～平成18年11月30日

市内に住所を有する個人及び市内に所在する団体（農業者、農業団体を除く）

特定農地（市民農園）借り受け申込書に記載（北有馬総合支所経済課に設置）

全８区画（1区画あたり約30㎡）

１年（ただし、5年を超えない期間において貸付期間を更新することができる。）

５, 000円／年
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　　南島原市では、平成19年度南島原市立幼稚園の入園児を募集いたします。
　　

　　児童福祉法の改正により、保育士として業務を行っている人は、平成18年11月28日までに都道府

　県知事に登録する必要があります。

　　今後保育士として業務を行おうと考えている人は、業務に就くまでに登録をしておく必要があります。

 （保育士登録をしなくても保育士資格を失うことはありません。）

　※申請書類の受付から登録手続きが済むまで３カ月程度かかりますので、早めに手続きを行っていた
　　だきますようお願いします。

　はじめに登録事務処理センターから「保育士登録の手引き」を取り寄せる必要があります。

　手引きの記入方法に従い必要書類に記載し提出書類を添えて、申請してください。

　登録事務処理センター　☎03－5485－3150

 （土･日・祝日を除く午前９時から午後５時30分まで）

　入園手数料（入園時のみ）１，０００円

　保　育　料（　月　額　）４，０００円
　

　詳しくは、市のホームページに掲載しておりますので、ご覧ください。

　入園を希望される人は、各幼稚園および南島原市教育委員会各地域事務所（旧各町教育委員会）に

　ある「入園願」に必要事項を記入・押印の上、各幼稚園に提出してください。

　

　○身体的虐待
　　なぐる、ける、首をしめる、熱湯をかける、

　　たばこの火を押し付ける、おぼれさせるなど�

　○性的虐待
　　性的行為を強要する、ポルノの被写体にするなど

　○保護・養育の怠慢・拒否（ネグレクト）�
　　食事を与えない、ひどく不潔のままにする、

　　自動車や家に置き去りにする、家に閉じこめ

　　るなど�                     

　○心理的虐待
　　「産むんじゃなかった」「死んでしまえ」など

　　ひどい言葉で傷つける、無視する、兄弟で差

　　別するなど

　これも児童虐待にあたります
　・保護者以外の同居人による虐待を放置すること。

　　（ネグレクトにあたります）�                  

　・子どもの目の前で配偶者などからの暴力（ド

　　メスティック・バイオレンス）を行うこと。

①「おかしい」と思ったら迷わず通告

　　通告は義務であり権利です。� 

②「しつけのつもり・・・」は言い訳� 

　　子どもの立場で判断しましょう。

③ ひとりで抱え込まない�

　　「助けを求める」「相談する」など、あなたに

　　できることから、すぐに実行しましょう。        

④ 親の立場よりも子どもの立場を

　　子どもの命が最優先です。

⑤ 虐待はあなたの周りでも起こりうる

　　特別なことではありません。

～気づいたら  支えて  知らせて  見守って～

　　　虐待は子どもに対する重大な権利侵害です。

　　　子どもを虐待から守るためには、親の立場より何よりも「子どもの立場が最優先」されなければなり

　　ません。そして、それができるのは「地域の皆さん」と「関係機関」の連携です。

　　　皆さんの周りに「虐待を受けたと思われる子ども」がいたら、すぐに最寄りの市の窓口や児童相談所

　　に連絡（通告）してください。また、連絡した人が特定されないよう、秘密は守られます。皆さんの積極

　　的な行動が、子どもを虐待から守ります。�                 

�             

　　＊現在、子育て中の人は、ひとりで悩まないで相談を！！�

　　　子育てが不安だったり、負担だと思われたときは、周囲の方や相

　　　談機関に助けを求めることが大切です。人に助けを求める「勇気」

　　　を持ちましょう。�

　　＊周囲の人は・・・

　　　育児不安に悩む親の相談相手になったり、孤立を防ぐためにあい

　　　さつや手伝いをするなど、手をさしのべてください。親のネット

　　　ワークを広げていけば、子育てへの支援が増え、親の負担も軽く

　　　なってきます。�  

 　　  虐待が疑われたら、すぐに連絡を！！（秘密は厳守されます）� 

　　　福祉事務所地域福祉課、西有家住民センター・各総合支所の市民課、

　　　またはお近くの民生委員・児童委員へご連絡ください。

ホームページアドレス　http://www.city.minamishimabara. lg.jp

→　市民情報　■暮らしの便利帳　→　■教　育　→　■幼稚園
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　あなたが、これまで身につけた経験や知識、技能を生かし、地域社会に

貢献しませんか。

　シルバー人材センターでは、高齢者が健康で、いきいきと、そして豊か

に暮らしていくために、長年培った知識や技能を生かすとともに、地域の

社会活動に参加するなど、高齢者の生きがいづくりなどに取り組んでいます。

主 な 職 種（業務内容）

●技　　能：大工、左官、造園、障子張替え　など

●屋外作業：除草、農作業、植木の手入れ　など

●屋内作業：掃除、皿洗い　など

●施設管理：宿日直　など

※　時間給ですので、１～２時間の簡単な仕事でも、お伺いします。

　　　平成19年南島原市成人式を下記のとおり開催します。参加を希望される新成人の人は、申し込みを行っ

　　てください。なお、服装の制限はありません。

　●日　時：平成19年 1 月 4 日㈭ 午前11時から（受付は午前10時から）

　●場　所：ありえコレジヨホール

　●対象者：昭和61年 4 月 2 日から昭和62年 4 月 1 日までに生まれた人で、

　　　　　　　下記①・②に該当する人

　　　　　　　①南島原市に居住している人　

　　　　　　　②現在、南島原市外に居住しているが、南島原市成人式に

　　　　　　　　参加を希望される人

　●申し込み締め切り：平成18年11月17日㈮まで

　　農薬は、次のことに注意して適正な使用に心がけましょう！

　　１．使う前に、もう一度ラベルを読んで、使用上の注意事項を守
　　　　りましょう。�

　　２．散布にあたっては、風向きや周辺作物、用排水路のことを考え、

　　　　農薬の飛散を最小限に抑え、近接圃場の栽培作物、周囲の
　　　　人家、家畜、河川などへの影響に十分注意しましょう。�      

　　３．家庭菜園、庭木の農薬散布についても、隣接の農作物に飛散しな

　　　　いように注意しましょう。� 

※西有家、北有馬、口之津については、本部へご連絡ください

加津佐出張所

南有馬出張所

有 家 出 張 所

布 津 出 張 所

本 部 ℡0957-72-7272

各 事 業 所 所　　　　　在

℡0957-72-7065

℡0957-82-4795

℡0957-85-3008

℡0957-87-4729

南島原市深江町勤労者会館内

南島原市保健福祉センター湯楽里内

南島原市社会福祉協議会有家支所内

南島原市社会福祉協議会南有馬支所内

南島原市社会福祉協議会加津佐支所内

南島原市のために

高齢者の豊富な経験・知識・技能

を活かしてください

　 電 話 番 号 　

加津佐保健センター

09：00～15：00
09：00～12：00
09：00～15：00

11月01日（水）
11月02日（木）
11月28日（火）

09月20日・09月26日受診者

09月07日・09月08日受診者
09月14日・09月15日受診者
09月21日・09月22日受診者
09月28日・09月29日受診者
10月05日・10月06日受診者
10月11日・10月12日受診者

09月27日受診者
10月13日・10月19日受診者

11月07日（火）

11月17日（金）
11月20日（月）

09：00～

13：00～

※10日は夜間実施

11月06日（月）

原城オアシスセンター

11月09日（木）
11月10日（金）

〈北有馬・南有馬地区〉

〈口之津・加津佐地区〉

北有馬地区：市民課 福祉保健班☎050-3381-5161　南有馬地区：市民課 福祉保健班☎050-3381-5171

時　　　間 場　　　所 備　　　考実 　施　 日

口之津地区：市民課 福祉保健班☎050-3381-5181　加津佐地区：市民課 福祉保健班☎050-3381-5191

時　　　間 場　　　所 備　　　考実 　施　 日

会員を募集しています会員を募集しています会員を募集しています

適用作物は？

使用量・濃度は？

使用期限は？

総使用回数は？

適正な使用に
心がけましょう！
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　平成16年 1 月30日、第１回雲仙地域商工会合併協議

会が開催されてから約 2 年半にかけての協議を経て、

9 月22日㈮、8 町商工会による合併契約締結式が行われ

ました。

　今回の合併は、これまでの行政合併の推移を見守りな

がら、南島原市発足に沿うような形で行われました。締

結式は 8 町の商工会長が合併契約書に調印し、立会人の

松島市長、酒井島原振興局長、池原長崎県商工会連合会

長が署名し成立しました。雲仙地域商工会合併協議会会

長の川口誠一南有馬町商工会長は式の中で「関係者皆様

のご協力で今日を迎えることができました。10年、20

年先の商工業発展のために、今後も一丸となって取り組

まなければなりません」と合併に向けての決意を述べました。新しく発足する「南島原市商工会」は、約2,000名を数

える県内最大規模の会員数になり、来年 4 月 1 日、口之津商工会館を本所としてスタートする予定です。

　10月 7 日㈯、北有馬町の神社で春日神社大祭が開催され、

地元の子ども達が日ごろの練習の成果を力強く披露しまし

た。同町では昔から伝わる郷土の文化、芸能について、昭

和55年に「郷土芸能保存会」を結成し、浮立などの保存に

尽力されています。

　今回は地元のお祭りにあわせ、日ごろの練習の成果を発

表。独特の笛の音調と踊りを交えた子どもたちの太鼓演技

が鎮守を彩りました。

　 ※ 浮立の起源

　　  佐賀県に伝わる面浮立を伝え改良されたもので、秋の刈り入れ前に五穀豊穣を祈願したもの。北有馬町に

　　  伝わる浮立は、寛永18年（1641年）島原の乱後、同町折木に移住した佐賀県川副の宮田利兵衛らが伝えたと

　　  されています。

　松島市長がローカルマニフェストに掲げる『行政改革』

を実現するため、10月 5 日㈭行政改革推進委員会が開催

され本格的な作業がスタートしました。

　これは、社会経済情勢の変化に対応した簡素にして効

率的な市政の実現を推進するために設置されたもので、

10名の委員で構成されます。

　作業内容としては、市長の諮問に応じて、南島原市の

行政改革に関する重要事項を調査審議し、その結果を市

長に答申します。この日は、委員10人に辞令を交付した

後、委員の互選により会長を決定。会長に選出された松

本直澄さんは「南島原市のために、皆さまのご協力をい

ただきながらがんばっていきます」と挨拶されました。

その後会長にたいし、下記のとおり諮問を行いました。

　

　１．南島原市の行政改革の基本方針に関すること

　　　① 行政の担うべき役割の重点化

　　　② 機構・組織の再編、整備

　　　③ 定員管理および給与の適正化など

　　　④ 人材育成の推進

　　　⑤ 公正の確保と透明性の向上

　　　⑥ 電子自治体の推進

　　　⑦ 財政健全化

　２．その他、行政改革の推進に関すること

　今後のスケジュールとしては、委員会において、諮問

された事項を11月末までに集中的に協議し、市長へ答申

します。その答申を受け市議会に報告し説明をしたうえで、

来年 1 月中に行革大綱原案を決定。2 月にホームページ

などを活用して市民皆さんの意見をお伺いし、3 月には

最終的に策定した①行革大綱、②集中改革プランを公表し、

行財政改革を実施していく予定です。

ふりゅう

諮　問　事　項

県内最大規模の組織へ市全体

南島原市八町商工会合併契約締結式

受け継がれる郷土芸能北有馬

お祭りで浮立披露
ふりゅう

いよいよ本格始動市全体 行政改革推進委員会

▲合併契約書調印のようす

▲手をとりあい、新たなスタート！

▲子どもたちが浮立を披露

▲松本会長に手渡される諮問書

▲10名の会議メンバーで始動

南島原市行政改革推進委員会

松　本　直　澄

氏　　名 年  齢 住　　所
まつ　　もと　　なお　　すみ

61 深江町丙

吉　岡　宏　道
よし　　おか　　ひろ　　みち

48 布津町丙

山　下　康　昭
やま　　した　　やす　　あき

64 有家町大苑

大古場　義　隆
お  お  こ  ば 　　よし　　たか

70 西有家町須川

酒　田　泰　徳
さか　　 た 　   やす　　のり

42 北有馬町丙

内　山　哲　利
うち　　やま　　てつ　　とし

59 南有馬町乙

田　口　親　利
  た      ぐち 　　ちか　　とし

80 口之津町乙

相　良　司　郎
さが      ら　　  し　    ろう

67 加津佐町己

森　田　純　子
もり　　 た　　 すみ　　 こ

61 西有家町龍石

松　島　奈　美
まつ　　しま　　 な　　　み

37 布津町甲

広報 2006.11. 1 14広報 2006.11. 115



　10月 6 日㈮、有家総合運動公園サブグラウンドで南

島原市発足後初めてとなる、第１回南島原市畜産共進会

が市、農協の後援により開催され、黒毛和牛50頭、褐

毛和牛16頭が勢揃いしました。共進会は、日頃の育成

技術を披露する場で、この日は家族同様に育てられた牛

を13名の各専門員が審査。審査基準となるのは、月齢

に応じた発育状況や体格のバランスなどで、各審査員は

部位を一つ一つ確認し、総合点数で 1 等から 3 等までを

選出しました。

　黒毛和牛（子牛）部門で１等に輝いた『まゆ』を育てら

れた梶原弘治さん（北有馬町己）は「何事も先を見て勉

強する事が大切。また、経験を積み、見る目を養うこと

が良い牛を育てることにつながります」と感想をのべら

れました。

　ＢＳＥ問題などで、国産牛肉があらためて見直され、

評価が高くなりつつある和牛。これからも良い牛がたく

さん育ちますように。

　沖縄独特のゆったりした言の葉による透き通る歌声、

と思えば今度は激しく勇ましい踊り。こんな緩急色とり

どりの琉球音楽公演が 9 月16日㈯、ありえコレジヨホ

ールで開催されました。この公演は、長崎県と南島原市

が協力して開催する「郷土の芸術家公演事業」のひとつ

として行われました。今回はチケット販売当初から多く

の反響があり、すぐに完売、満員御礼の会場となりまし

た。前半では、琉球国祭り太鼓の荘厳な演目で始まり、

『島唄の風』と題した琉球音楽が披露されました。後半

に入ると南島原市小学生によるエイサーの披露発表や、

長棒を使った女性による勇壮な演舞「武の舞」、かまれ

たら幸せになるといわれる獅子舞の舞など連続する出し

物で会場の熱気は最高潮に。２時間ほどの公演はあっと

いう間で、観客のアンコールの拍手と声が、素晴らしい

公演だったことを表していました。

　南島原市が誕生した今年、私たちの郷土南島原市初の

プロ野球選手が誕生します。

　有家町尾上出身の野原選手は現在長崎日大高校の３年

生。9 月25日に行われた、プロ野球・高校生ドラフトで

阪神に見事１位指名を受けました。そんな周囲があわた

だしくなった10月 1 日㈰、市役所を訪れ、市長を表敬

訪問しました。

　笑顔がとてもさわやかな野原選手は、終始にこやかな

表情で、小学校から始めたソフトボール、中学校からの

野球経験など「つらくても、やめようと思ったことは一

度もありません」と、これまでの経過を話しました。

　身長１８４センチの大型遊撃手として将来を期待され

ている野原選手は「ライバルは堂上選手（中日 1 位指名）

で、絶対に負けたくはないです」と内に秘めた闘志もの

ぞかせました。今回の表敬訪問に先立ち、同日早朝有家

地区体育祭でのあいさつの中で、松島市長は「ぜひ後援

会を立ち上げ、全力で応援したい」と決意を述べ、観客

からの賛同を得ました。阪神ファンとして甲子園球場へ

足を運び、スタンドから応援できる日がとても待ち遠し

く感じるのは、気の早い私だけではないでしょう…。ガ

ンバレ！野原将志選手！

かつ

　献血の推進に長年にわたり協力していただいた方にた

いし、長崎県知事から感謝状が贈られました。表彰を受

けられた方は、次の方々です。

　今後とも献血の推進にご協力をお願いします。

（献血１００回以上）

  江口  博伸さん（布津町）　  中村  議市さん（南有馬町）

（献血４０回以上）

岸本キヌヱさん（深 江 町）　下田　康文さん（深 江 町）

白石　康盛さん（深 江 町）　福島　敏泰さん（深 江 町）

平川　清志さん（布 津 町）　末吉　慶三さん（有 家 町）

城川　清張さん（西有家町）　　橋　英喜さん（西有家町）

土橋　久雄さん（西有家町）　中島　敦男さん（西有家町）

菅藤　光浩さん（北有馬町）　小嶺　君子さん（南有馬町）

馬場　　武さん（南有馬町）　平　　悦子さん（口之津町）

福田俊一郎さん（口之津町）

　南有馬町の宮川誠悟さんが、

9 月16日から18日に広島市で

開かれた日本マスターズ2006

の空手道競技に長崎県代表と

して出場し、2 年連続となる

通算 3 回目の全国優勝を果た

しました。

　宮川さんが出場したのは、

空手道競技の第 4 部（55歳か

ら59歳）で参加選手は45人。

今回の大会は、苦しい試合が

続き、準決勝の東京都の選手、

決勝の鹿児島県の選手には、延長戦での勝利でしたが、

見事栄冠を手にしました。今後は、来年の同大会での 4

回目、3 連覇の優勝を目指し、道場の子供たちと一緒に

汗を流されるそうです。本当におめでとうございました。

▲１等に輝いた『まゆ』と梶原弘治さん

▲かわいい審査員？が見学しました。

▲Teamくくるの美しい声がひびきました

▲勇壮でエネルギッシュな太鼓演奏

市全体

第１回南島原市畜産共進会

スタイル抜群!?

市全体

～南風にのせて～公演

情熱的な唄と踊り

はえんかぜ

▲松島市長とがっちり握手

有 家

野原将志選手が阪神へ

名門チームへ１位指名

南有馬

空手道で２年連続全国制覇

輝く連覇！

市全体 献血協力者に
　  県知事感謝状

▲日本一の賞状を手に

ご意見・ご提案もお待ちしています。

総務部総務課秘書班または各総合支所にご連絡下さい。

南島原市 総務部 総務課 秘書班

TEL050-3381-5001 FAX0957-82-3086

E-mail info@city.mainamishimabara.lg.jp

ちょっとした話題や
　　 いい話ありませんか？
ちょっとした話題や
　　 いい話ありませんか？
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南島原市
の人口
南島原市
の人口
南島原市
の人口

お問い合わせは

南島原市役所

☎050-3381-5000

深江総合支所

☎050-3381-5120
布津総合支所

☎050-3381-5130
有家総合支所

☎050-3381-5140
西有家住民センター

☎050-3381-5151
北有馬総合支所

☎050-3381-5160
南有馬総合支所

☎050-3381-5170
口之津総合支所

☎050-3381-5180
加津佐総合支所

☎050-3381-5190

人

平成18年９月末日現在（住基人口）

5 5 , 9 0 6（－12）

2 6 , 2 6 6（－11）

2 9 , 6 4 0（－11）

1 8 , 6 5 2（＋13）

男 性

女 性

世帯数
（　）前月比

息切れ月

圧迫骨折火

インフルエンザの予防接種水

耳閉感について木

洗口剤金

分娩時の大出血その③胎盤早期剥離土・日
※祝日は、前日のテープが流れます。

　農
林
水
産
統
計
の
『
調
査
員
』

を
募
集
し
ま
す

　
農
林
水
産
省
で
は
、
各
種
の
農
林

水
産
統
計
を
作
成
し
、
農
林
水
産
行

政
へ
の
活
用
は
も
と
よ
り
広
く
国
民

の
み
な
さ
ま
に
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
農
林
水
産
統
計
の
作
成
過
程

の
調
査
に
広
く
国
民
の
み
な
さ
ま
に

参
画
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
「
統
計

調
査
員
」
や
「
調
査
補
助
者
」
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　
統
計
調
査
員
は
、
農
家
や
林
家
、

漁
家
等
を
訪
問
し
て
調
査
票
の
配
布

や
回
収
、
聞
き
取
り
調
査
な
ど
を
行

う
も
の
で
す
。

　
な
お
、
統
計
調
査
員
・
調
査
補
助

者
に
な
る
た
め
に
は
、
事
前
に
面
接
・

登
録
が
必
要
で
す
。

　
詳
し
い
内
容
を
お
知
り
に
な
り
た

い
方
は
、
島
原
統
計
・
情
報
セ
ン
タ

ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ

　
九
州
農
政
局
長
崎
農
政
事
務
所

　
島
原
統
計
・
情
報
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
５
７
（
６
２
）
６
１
２
５

平
成
　
年
度
農
業
大
学
校

学
生
募
集

●
定
員
　
野
菜
学
科
・
花
き
学
科
・

　
果
樹
学
科
・
畜
産
学
科  

合
計
70
名

【
一
般
１
次
募
集
】

●
出
願
資
格
　
高
校
卒
業(

来
年
３

月
卒
業
見
込
み
を
含
む)

ま
た
は
こ

れ
と
同
等
以
上
の
学
力
を
有
す
る
と

知
事
が
認
め
た
人
で
、
将
来
就
農
や

農
業
関
連
へ
の
進
路
を
希
望
す
る
人
。

●
出
願
期
間

　
12
月
11
日
㈪
〜
１
月
10
日
㈬

●
試
験
期
日
　
１
月
26
日
㈮

●
試
験
科
目
　
国
語
総
合
・
数
学
Ⅰ
・

　
※

理
科
・
面
接

　
※

理
科
は
左
記
か
ら
１
科
目
選
択

　
　
生
物
Ⅰ
・
化
学
Ⅰ
・
農
業

●
合
格
発
表
　
２
月
２
日
㈮

【
一
般
２
次
募
集
】

●
出
願
資
格

　
右
記
一
般
１
次
募
集
に
同
じ
。

●
出
願
期
間

　
２
月
28
日
㈬
〜
３
月
12
日
㈪

●
試
験
期
日
　
３
月
22
日
㈭

●
試
験
科
目
　
数
学
Ⅰ
・
小
論
文
・
面
接

●
合
格
発
表
　
３
月
26
日
㈪

▼
お
問
い
合
わ
せ

　
長
崎
県
立
農
業
大
学
校
教
務
課
　

　
担
当
　
田
廻
・
甲
斐

　
☎
０
９
５
７
（
２
６
）
１
０
１
６

長
崎
県
介
護
予
防
推
進
の
シ
ン

ボ
ル
マ
ー
ク
を
募
集
し
ま
す

　

　
長
崎
県
で
は
、
ポ
ス
タ
ー
や
チ
ラ

シ
、
研
修
会
な
ど
介
護
予
防
事
業
の

推
進
に
活
用
す
る
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

を
募
集
し
ま
す
。

●
内
　
容
　
高
齢
者
が
自
分
ら
し
い

　
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
地
域
ぐ
る

　
み
で
介
護
予
防
に
取
り
組
ん
で
い

　
る
状
況
や
、
高
齢
者
ご
自
身
が
活

　
動
的
に
生
活
し
て
い
る
状
況
な
ど
、

　
親
し
み
や
す
い
イ
メ
ー
ジ
の
も
の

　
を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
期
間
　
11
月
30
日
㈭
ま
で
（
当

　
日
消
印
有
効
）

●
応
募
資
格
　
長
崎
県
内
在
住
の
人

●
表
　
彰
　

　
最
優
秀
賞
…
１
点
　
賞
状
・
副
賞

　（
３
万
円
相
当
の
県
産
品
）

　
優

秀

賞
…
２
点
　
賞
状
・
副
賞

　（
１
万
円
相
当
の
県
産
品
）

▼
お
問
い
合
わ
せ

　
長
崎
県
福
祉
保
健
部
長
寿
社
会
課

　
☎
０
９
５
（
８
９
５
）
２
４
３
４

個
人
事
業
税(

第
２
期
分)

の

納
期
限
は
　
月
　
日
で
す

　
個
人
事
業
者
へ
は
11
月
10
日
頃
に

納
付
書
を
発
送
し
ま
す
。
お
近
く
の

金
融
機
関
等
で
納
期
内
に
納
め
ま
し

ょ
う
。
個
人
事
業
税
は
口
座
振
替
で

の
納
付
が
で
き
ま
す
。
手
続
き
は
最

寄
り
の
県
税
事
務
所
ま
た
は
県
の
地

方
局
税
務
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ

　
島
原
県
税
事
務
所

　
☎
０
９
５
７
（
６
３
）
０
１
１
１

　
長
崎
県
税
事
務
所

　
☎
０
９
５
（
８
２
２
）
３
１
０
１

　
諫
早
県
税
事
務
所

　
☎
０
９
５
７
（
２
２
）
０
０
１
０

建
築
・
解
家
の
届
け
は
お
済

で
す
か

　
平
成
18
年
１
月
２
日
以
降
に
新
築

や
増
改
築
を
し
て
登
記
を
し
て
な
い

建
物
を
お
持
ち
の
人
や
、
家
や
倉
庫
・

物
置
小
屋
な
ど
を
解
体
し
た
人
で
、

ま
だ
市
役
所
に
届
け
を
さ
れ
て
な
い

人
は
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
。

　
届
け
出
が
お
済
み
で
な
い
と
、
皆

さ
ま
の
固
定
資
産
税
の
内
容
に
支
障

が
生
じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
忘
れ

ず
に
税
務
課
資
産
税
班
及
び
各
総
合

支
所
住
民
セ
ン
タ
ー
の
市
民
課
税
務

班
へ
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

巡 

回 

労 

働 

相 

談

　
長
崎
県
長
崎
労
働
相
談
情
報
セ
ン

タ
ー
で
は
、
労
働
条
件
や
労
使
関
係

な
ど
、
各
種
労
働
問
題
に
つ
い
て
、

働
く
人
、
経
営
者
の
人
、
双
方
か
ら

の
ご
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

  

賃
金
・
退
職
金
や
労
働
時
間
、
解

雇
・
退
職
な
ど
の
労
働
問
題
で
お
困

り
の
人
は
、
お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り

く
だ
さ
い
。

【
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
。】

●
日
　
時
　
11
月
18
日
㈯

　
午
前
11
時
〜
午
後
４
時

●
場
　
所
　
南
島
原
市
布
津
公
民
館

▼
お
問
い
合
わ
せ

  

長
崎
県
長
崎
労
働
相
談
情
報
セ
ン

　
タ
ー
　
長
崎
市
桜
町
９
ー
６
　
長

　
崎
県
勤
労
福
祉
会
館
内

　
☎
０
９
５
（
８
２
１
）
１
４
５
７

　
　
０
１
２
０
（
７
８
３
）
２
５
８

長
崎
県
人
権
・
同
和
問
題

講
演
会

〜
落
語
家 

露
の
新
治
先
生
と
一
緒
に

　
笑
い
な
が
ら
人
権
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
考
え
ま
し
ょ
う
〜

　
同
和
問
題
を
は
じ
め
と
す
る
人
権

問
題
に
つ
い
て
、
県
民
の
正
し
い
認

識
と
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
基

本
的
人
権
尊
重
の
精
神
を
養
い
、
県

民
一
人
一
人
が
互
い
の
人
権
を
尊
重

し
あ
え
る
社
会
の
実
現
を
目
指
す
こ

と
を
目
的
と
し
た
講
演
会
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
入
場
は
無
料
で
す
の
で
み

な
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

●
日
　
時
　
12
月
２
日
㈯

●
場
　
所
　
あ
り
え
コ
レ
ジ
ヨ
ホ
ー
ル

●
内
　
容
　
（
演
題
）
お
笑
い
人
権

　
高
座
（
講
師
）
落
語
家
露
の
新
治

●
主
　
催
　
長
崎
県
・
長
崎
県
教
育

　
委
員
会
・
南
島
原
市
・
南
島
原
市

　
教
育
委
員
会

●
後
　
援
　
島
原
人
権
擁
護
委
員
協

　
議
会
・
島
原
半
島
地
区
人
権
教
育

　
研
究
会

▼
お
問
い
合
わ
せ

　
長
崎
県
人
権
・
同
和
対
策
課

　
☎
０
９
５
（
８
２
６
）
２
５
８
５

 

身
体
障
害
者
巡
回
相
談

　
長
崎
身
体
障
害
者
更
生
相
談
所
で

は
、
身
体
障
害
者
手
帳
に
該
当
す
る

か
ど
う
か
の
診
断
（
診
断
で
き
る
障

害
は
肢
体
不
自
由
、
聴
覚
障
害
、
視

覚
障
害
の
み
）
、
補
装
具
に
関
す
る

相
談
、
生
活
に
関
す
る
相
談
を
お
受

け
い
た
し
ま
す
。

　
相
談
を
ご
希
望
の
人
は
、
直
接
会

場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
家
庭
訪
問

に
よ
る
相
談
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、

事
前
に
各
総
合
支
所
お
よ
び
住
民
セ

ン
タ
ー
の
障
害
福
祉
担
当
窓
口
へ
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。

●
日
　
時
　
11
月
25
日
㈯

●
場
　
所
　
北
有
馬
保
健
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
０（
３
３
８
１
）５
０
６
８

▼
お
問
い
合
わ
せ

　
長
崎
身
体
障
害
者
更
生
相
談
所
　

　
長
崎
市
茂
里
町
３
番
24
号

　
☎
０
９
５
（
８
４
６
）
８
９
０
５

 

障
害
者
巡
回
歯
科
診
療

　
一
般
の
歯
科
診
療
所
で
治
療
が
難

し
い
人
や
通
院
が
困
難
な
人
を
対
象

と
し
た
歯
科
診
療
が
行
わ
れ
ま
す
。

●
日
　
時

　
毎
週
金
曜
日

（
12
月
ま
で
）

●
場
　
所

　
県
南
保
健
所(

島
原
市
新
田
町)

▼
お
問
い
合
わ
せ
　

　
長
崎
県
国
保
・
健
康
増
進
課

　
☎
０
９
５
（
８
９
５
）
２
４
９
５

※
診
療
内
容
の
ご
相
談
は
、
長
崎
県

　
口
腔
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で

　
☎
０
９
５
（
８
４
９
）
５
９
７
０

県
南
地
域
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病

友
の
会

　
県
南
保
健
所
で
は
、
奇
数
月
の
第

２
水
曜
日
に
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
友
の

会
を
開
催
し
、
患
者
・
家
族
の
み
な

さ
ん
の
生
活
の
質
を
高
め
る
た
め
、

勉
強
会
、
情
報
交
換
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。
11
月
の
友
の
会
を
次
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
参
加
下
さ
い
。

●
日
　
時
　
11
月
８
日
㈬

　
午
後
１
時
30
分
〜 

午
後
３
時

●
場
　
所

　
県
南
保
健
所  

２
階 

機
能
訓
練
室

●
内
　
容
　
①
講
話
・
体
操
　
「
日

　
常
生
活
の
工
夫
と
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

　
シ
ョ
ン
」
県
南
保
健
所
地
域
保
健

　
課
作
業
療
法
士
　
②
座
談
会

▼
お
問
い
合
わ
せ
　
県
南
保
健
所
地

　
域
保
健
課
健
康
対
策
班

　
☎
０
９
５
７
（
６
２
）
３
２
８
７

　
℻
０
９
５
７
（
６
４
）
６
５
２
０

 

第
　
回
　
長
崎
県
美
術
展
覧

会
公
募
展
移
動
展

　
日
本
画
・
洋
画
・
彫
刻
・
工
芸
・

書
・
写
真
・
デ
ザ
イ
ン
の
７
部
門
の

入
賞
作
品
及
び
開
催
地
元
市
民
の
入

選
作
品
を
展
示
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

も
行
い
ま
す
。

【
島
原
市
会
場
】 

●
日
　
時
　
11
月
９
日
㈭
〜
12
日
㈰

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

●
場
　
所
　
有
明
総
合
文
化
会
館

【
雲
仙
市
会
場
】

●
日
　
時
　
11
月
23
日
㈭
〜
26
日
㈰

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

●
場
　
所

　
愛
野
町
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

●
入
場
料
　
無
料

▼
お
問
い
合
わ
せ
　

　
長
崎
県
文
化
振
興
課

　
☎
０
９
５
（
８
９
５
）
２
７
６
２

51

11

30

19

※診療時間は午前９時から午後５時までです。

※変更になる場合がございますので、お電話でご確認ください。

87-3000森 医 院
３日

電話番号休日在宅当番医日

加津佐町

72-2017泉 川 病 院 深江町

85-3226哲 翁 病 院
12日

口之津町

82-1822坂上整形外科 有家町

84-3103さとう内科医院
19日

北有馬町

82-2825林内科小児科医院 有家町

85-2002本多南光堂医院
５日

南有馬町

82-2051伊崎眼科医院 西有家町

町 名 電話番号休日在宅当番医日 町 名

86-2200口 之 津 病 院
23日

口之津町

82-0832永田内科泌尿器科医院 西有家町

65-7100北有馬クリニック
26日

北有馬町

72-5111布井内科医院 深江町

電話番号休日在宅当番医日 町 名

11月の休日在宅当番医11月の休日在宅当番医
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募
　
　
　
　
集

募
　
　
　
　
集

お 

知 

ら 

せ

お 

知 

ら 

せ

長　崎 ☎095-826-5511
佐世保 ☎0956-23-4300

健康テレホンサービス
11月のテーマ



女
性
専
用
医
療
相
談

　
県
南
保
健
所
で
は
、
女
性
の
医
師

に
よ
る
「
女
性
専
用
医
療
相
談
」
を

無
料
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
女
性
専
用
医
療
相
談
に
は
、
電
話

相
談
と
面
接
相
談
が
あ
り
ま
す
が
、

い
ず
れ
も
予
約
制
で
す
。
ま
ず
は
ご

連
絡
下
さ
い
。

●
内
　
容
　
保
健
所
の
女
性
保
健
師

　
が
、
内
容
を
お
聞
き
し
た
う
え
で
、

　
必
要
に
応
じ
て
女
性
医
師
へ
の
予

　
約
を
行
い
ま
す
。
婦
人
科
疾
患
、

　
乳
腺
疾
患
、
泌
尿
器
疾
患
、
大
腸
・

　
肛
門
疾
患
、
皮
膚
疾
患
な
ど
、
男

　
性
医
師
に
は
相
談
し
に
く
い
病
気

　
で
お
悩
み
の
人
、
あ
る
い
は
、
更

　
年
期
障
害
や
ス
ト
レ
ス
関
連
障
害

　
に
伴
う
心
身
の
不
調
な
ど
女
性
特

　
有
の
健
康
問
題
で
苦
し
ん
で
い
る

　
人
な
ど
は
、
ち
ょ
っ
と
勇
気
を
出

　
し
て
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
安
心

　
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
　
県
南
保
健
所
地

　
域
保
健
課
健
康
対
策
班

　
☎
０
９
５
７
（
６
２
）
３
２
８
７

　
℻
０
９
５
７
（
６
４
）
６
５
２
０

小
型
船
舶
操
縦
士
更
新
・
失

効
講
習
会

●
日
　
時
　
11
月
26
日
㈰

　
受
　
　
付
　
午
前
８
時
30
分
〜

　
講
習
開
始
　
午
前
９
時
〜

●
場
　
所
　
口
之
津
公
民
館

●
対
象
者
　

　
更
新
　
海
技
免
状
有
効
期
日
が
（
平

　
成
18
年
11
月
27
日
〜
平
成
19
年
11

　
月
26
日
）
ま
で
の
も
の

　
失
効
　
海
技
免
状
有
効
期
日
が
（
平

　
成
18
年
11
月
26
日
以
前
）
の
も
の

●
必
要
書
類
　
①
海
技
免
状
②
本
籍

　
記
載
の
住
民
票
③
写
真
（
縦
4.5
㎝
、

　
横
3.5
㎝
）
を
２
葉

●
費
　
用
　

　
更
新
　
８，

５
０
０
円

　
失
効
　
１
４，

４
０
０
円

●
主
　
催
　
宇
城
市
立
九
州
海
技
学
院

▼
申
し
込
み
先
　
〒
８
６
９
ー
３
２

　
０
７
　
熊
本
県
宇
城
市
三
角
町
三

　
角
浦
１
１
５
９
番
地
６
　
海
事
代

　
理
士
　
平
山
義
朗
事
務
所

　
☎
０
９
６
４
（
５
２
）
４
０
３
４

　
℻
０
９
６
４
（
５
２
）
４
０
３
７

第
３
回
長
崎
県
子
ど
も
伝
統

芸
能
大
会

　
県
内
の
子
ど
も
た
ち
を
中
心
に
伝

統
芸
能
の
保
存
・
伝
承
活
動
に
取
り

組
む
６
つ
の
団
体
が
、
日
頃
の
練
習

の
成
果
を
発
表
し
ま
す
。
南
島
原
市

か
ら
は
、
白
木
野
先
踊
り
保
存
会
が

出
場
し
ま
す
。
お
楽
し
み
に
。

●
日
　
時

　
11
月
19
日
㈰
　
午
後
１
時
〜

●
場
　
所
　
平
戸
文
化
セ
ン
タ
ー
大

　
ホ
ー
ル
（
平
戸
市
岩
の
上
町
）

●
出
演
団
体
　
白
木
野
先
踊
り
保
存

　
会(

南
島
原
市)

、
荻
田
浮
立
保

　
存
会(

平
戸
市)

、
田
助
ハ
イ
ヤ

　
節
保
存
会
子
供
会(

平
戸
市)
、
猶

　
興
館
高
校
大
島
分
校(

平
戸
市)
、

　
長
坂
浮
立
保
存
会(

江
迎
町)

、
百

　
津
浮
立
保
存
会(

川
棚
町)

●
特
別
出
演
団
体

　
平
戸
神
楽
振
興
会(

平
戸
市)

●
入
場
料
　
無
料

▼
お
問
い
合
わ
せ

　
長
崎
県
学
芸
文
化
課

　
☎
０
９
５
（
８
９
４
）
３
３
８
５

「
な
が
さ
き
め
ぐ
り
あ
い
事
業
」

実
施
中

　
長
崎
県
で
は
、
独
身
男
女
の
出
会

い
の
き
っ
か
け
づ
く
り
の
場
を
提
供

す
る
「
な
が
さ
き
め
ぐ
り
あ
い
事
業
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

「
す
て
き
な
出
会
い
が
あ
れ
ば
、
そ

ろ
そ
ろ
結
婚
を
」
と
考
え
て
い
る
人
。

こ
の
事
業
に
登
録
し
て
、
す
て
き
な

出
会
い
を
見
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ

　
長
崎
県
こ
ど
も
未
来
課

　
☎
０
９
５
（
８
９
５
）
２
６
８
３

　h
ttp
://m

egu
riai-n

agasak
i.jp

大
学
等
新
卒
者
合
同
企
業

面
談
会

　
長
崎
県
で
は
次
の
人
を
対
象
と
し

た
合
同
企
業
面
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
対
象
者

　
①
来
年
３
月
に
大
学
・
短
大
・
高

　
　
専
・
専
修
・
能
開
校
を
卒
業
予

　
　
定
の
人
。

　
②
今
年
３
月
に
大
学
・
短
大
・
高

　
　
専
・
専
修
・
能
開
校
を
卒
業
し

　
　
て
未
就
職
の
人
。

【
長
崎
地
区
】

●
日
　
時
　
11
月
15
日
㈬

　
午
後
１
時
〜
４
時

●
場
　
所
　
県
立
総
合
体
育
館(

長

　
崎
市
油
木
町)

▼
お
問
い
合
わ
せ
　

　
長
崎
県
雇
用
労
政
課

　
☎
０
９
５
（
８
９
５
）
２
７
１
５

長
崎
歴
史
博
物
館
開
館
１
周
年
記
念

「
ロ
ー
マ
を
夢
み
た
美
少
年
（
天
正
遣

欧
使
節
と
天
草
四
郎
）」展

　
本
邦
初
公
開
！
今
回
ロ
ー
マ
で
発

見
さ
れ
た
天
正
遣
欧
使
節
の
ひ
と
り

「
伊
東
マ
ン
シ
ョ
」
の
肖
像
画
が
世

界
初
公
開
。
歴
史
に
翻
弄
さ
れ
、
日

本
そ
し
て
世
界
に
影
響
を
及
ぼ
し
た

少
年
達
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
、
日
本

と
西
洋
の
交
流
の
歴
史
に
迫
り
ま
す
。

●
期
　
間
　
12
月
13
日
㈬
ま
で

●
場
　
所
　
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館

　
３
階
企
画
展
示
室

●
観
覧
料

　
大
　
　
人
…
…
９
０
０
円

　
高
校
生
以
下
…
５
０
０
円

▼
お
問
い
合
わ
せ
　
長
崎
歴
史
文
化

　
博
物
館
　
〒
８
５
０
ー
０
０
０
７

　
長
崎
市
立
山
１
丁
目
１
番
１
号

　
☎
０
９
５
（
８
１
８
）
８
３
６
６

第
　
回 

ふ
る
さ
と
物
産
ま
つ
り

　
県
内
の
優
秀
な
特
産
品
を
一
堂
に

展
示
・
即
売
い
た
し
ま
す
。

●
日
　
時
　
11
月
21
日
㈫
〜
11
月
26

　
日
㈰
　
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

●
場
　
所
　
長
崎
市
公
会
堂
前
広
場

▼
お
問
い
合
わ
せ

　
長
崎
県
物
産
流
通
推
進
本
部

　
☎
０
９
５
（
８
９
５
）
２
６
２
１

　
長
崎
県
物
産
振
興
協
会

　
☎
０
９
５
（
８
２
１
）
６
５
８
０

　

22

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　　
次
の
皆
さ
ま
か
ら
、
一
般
寄
付
、

教
育
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
ー
敬
称
略
ー
　

●
一
般
寄
付

・
古
野
　
充
晴
ク
イ
ン
テ
ッ
ド

　
招
へ
い
実
行
委
員
会
（
南
島

　
原
市
南
有
馬
町
甲
）

　・
松
尾
　
要
三
（
口
之
津
町
甲
）

・
平
木
　
壽
美
（
加
津
佐
町
己
）

●
教
育
寄
付

・
藤
崎
マ
ス
エ
（
深
江
町
丙
）

※
７
月
か
ら
９
月
ま
で
に
南
島

　
原
市
に
寄
付
し
て
い
た
だ
い

　
た
方
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

協
賛
金
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

〜
長
崎
県
立
口
加
高
等
学
校
か
ら
皆
さ
ま
へ
〜

　
本
校
吹
奏
部
が
、
８
月
上
旬

に
京
都
府
舞
鶴
市
で
の
「
第
30

回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
」

に
出
場
し
ま
し
た
折
の
協
賛
金

の
募
金
に
際
し
ま
し
て
は
、
保

護
者
、
同
窓
会
、
地
域
の
方
々

に
温
か
い
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
お
か
げ
様
で
約
70
名
が
、
会

場
に
お
い
て
長
崎
県
代
表
と
し

て
恥
じ
る
こ
と
の
な
い
演
奏
と

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
他
県
代
表
の
す
ば

ら
し
い
演
奏
を
生
で
聴
く
こ
と

が
で
き
、
大
き
な
刺
激
を
受
け

て
き
ま
し
た
。

　
来
る
11
月
11
日
㈯
午
前
に
本

校
菖
蒲
祭
（
文
化
祭
）
に
お
い
て
、

練
習
の
成
果
を
披
露
い
た
し
ま

す
の
で
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、

ご
来
校
く
だ
さ
い
。

　　
長
崎
県
立
口
加
高
等
学
校
長

　
　
　
　
　
　
　
宮
崎
　
芳
之

　▼
お
問
い
合
わ
せ
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　私たち“口加マリーンテニスクラブ”は、名

前のとおり口之津町と加津佐町の市民および職

場を持つ方を主な対象としたクラブです。

　このたび「テニス教室」を下記日程にて開く

ことになりました。この教室の目的は、年齢、

性別を問わず、テニスというスポーツを通じて

皆様との交流の場を広げ、少しでも多くの方に

その楽しさを知っていただこうというものです。

日ごろの運動不足の解消をしたい方、ストレス

を発散したい方、初心者、経験者も問いません。

皆さんのご参加をお待ちしています。

●日　　程：11月４日㈯から11月28日㈫
　　　　　　毎週火曜日、土曜日（雨天中止）
　　　　　　午後７時30分から午後９時30分まで

●場　　所：加津佐テニスコート（Ｂ&Ｇ海洋センター) 

●参 加 料：１，５００円（スポーツ保険代）

●お問合せ：口加マリーテニスクラブ事務局　浅井
●お問合せ：☎86－2220　℻86－2654

　郵政窓口事務の委託に関する法律に基づき、下記のとおり簡易
郵便局受託者を募集しています。

　①委託事務…郵便、郵便貯金、郵便為替、簡易生命保険など。
　②取扱時間…平日の午前９時から午後４時まで

　①次のいずれも該当しない人
　（ア）25歳未満の人　（イ）成年被後見人または被保佐人
　（ウ）破産者で復権を得ない人

　②局舎施設を提供できる人　
※お申し込みに関する手続きや細かい資格・条件などの詳細は、
　上記受持郵便局にお尋ねください。

設置予定場所など

主な契約の条件

主な受託資格

簡易郵便局受託者を募集しています

南島原市西有家町龍石（旧西有家町龍石簡易局付近） 有家郵便局 ☎0957-82-2042

南島原市南有馬町甲（旧南有馬吉川簡易局付近） 南有馬郵便局 ☎0957-85-2042

南島原市口之津町甲（旧仲町簡易局付近） 口之津郵便局 ☎0957-86-2042
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狩猟解禁中（11月15日～3月15日）に
山歩き・遠足に出かける際はご注意ください！
　上記期間中に山歩きや遠足に出かける時は、目立つ服装を心がけ、登山歩道から

はずれたり、やぶの中に入ったりしないようにしましょう。また、単独での行動は

避けるようにしましょう。

●長崎県自然保護課　☎ 095ー895ー2384

強力なエアソフトガンの所持が禁止されました。
　威力の強いエアソフトガンを準空気銃と位置づけ、所持の禁止を内容とする
銃刀法の一部が改正されました。
　違反すると1年以下の懲役または30万円以下の罰金が科せられます。
もし人を殺傷する能力があるエアソフトガンをお持ちであれば、改修するか破壊
してください。

●南島原警察署　☎ 0957ー86ー2160

違反すると1年以下の懲役
または30万円以下の罰金が
科せられます。



み そ五郎まつりそ五郎まつり
●会 場／須川商店街（西有家町）
●時 間／4日：午前10時～午後9時  5日：午前10時～午後5時
●お問い合わせ／西有家住民センター経済課
　TEL050ー3381ー5152  FAX0957ー82ー3086

土曜日・日曜日
土曜日

仮装パレード、そうめん試食会、そうめん手ごね実演・体験、そう

めん造形物展、農業まつり、県産米すくい取り大会、餅まき、海産

物販売、抽選会、ちびっ子力自慢大会、カラオケのど自慢大会、う

なぎのつかみどり、みそ五郎まつりの夕べ（西中体育館18：30～21：00）

日 野江ひろば2006野江ひろば2006
●会 場／25日：北有馬ピロティー文化センター日野江
●会 場／26日：有馬小学校グラウンド（北有馬町）
●時 間／25日：午後1時～午後4時　26日：午前9時～午後4時
●お問い合わせ／北有馬総合支所経済課
　TEL050ー3381ー5162  FAX0957ー84ー3186

土曜日・日曜日

２５日：芸能発表会、２６日：長なわとび選手権大会、松茸ご飯

の試食会、きたありま夢組踊り披露、いちごコロコロレース大会、

重くて米っちゃうな！レース、もちつき、有馬湧水の桶リレー

夢・手づくりふれあい祭り・手づくりふれあい祭り
●会 場／加津佐町岩戸グラウンド
●時 間／25日：午前10時～午後5時　26日：午前9時～午後4時
●お問い合わせ／加津佐総合支所経済課
　TEL050ー3381ー5192  FAX0957ー87ー5147

土曜日・日曜日

魚のつかみどり、踊りや太鼓披露（町内園児及び児童）、抽選

会、ジャガん皮むき大会、「轟轟戦隊ボウケンジャー」ショー、

魚のつかみ捕り、「花季みわ」歌謡ショー、自治会対抗綱引き

こ んぴら祭んぴら祭
●会 場／布津こんぴら公園
●時 間／午前10時～午後5時
●お問い合わせ／布津総合支所経済課
　TEL050ー3381ー5132  FAX0957ー72ー5545

太鼓演奏、カラオケ大会、バザー、こんぴら饅頭などの販売

●会 場／布津多目的集会施設前広場
●時 間／午前9時～午後3時30分
●お問い合わせ／布津総合支所経済課
　TEL050ー3381ー5132  FAX0957ー72ー5545

太鼓演奏 (布津無双太鼓継承会 )、園児遊戯 (町内幼稚園・

保育園)、ブラスバンド演奏(布津中学校)、がんばらんば(布

津小学校 )、花笠音頭 (飯野小学校 )、そうめん早食い大会・

利き酒大会 (商工会青年部 )、卵のつかみ取り (布津町PR部

会 )、うなぎのつかみ取り (漁協青年部 )、モンキーパフォー

マンス、活き生き抽選会、もちまき

活 き・生きふるさとふつまつりき・生きふるさとふつまつり

日曜日

日曜日

●会 場／南島原市深江総合支所駐車場及び深江ふるさと伝承館
●時 間／午前9時～午後3時30分
●お問い合わせ／深江総合支所経済課
　TEL050ー3381ー5122  FAX0957ー72ー5551

●申し込み
　小学生の部15名、一般（男性）15名、一般（女性）15名　先着順
　事務局へ「住所、氏名、性別、年齢」を連絡ください。（電話、ＦＡＸでも可）
※競技時間は2分で、入賞者には賞品があります。

もちまき、特産物販売、車えび試食、抽選会、卵つかみ、米くじ

深 江町産業まつり江町産業まつり

参加者募集!! ろくべえ大食い日本一決定戦参加者募集!! ろくべえ大食い日本一決定戦
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イベントの詳しい内容は、南島原市ホームページをご覧ください。URL : http://www.city.minamishimabara.lg.jp

　平成18年10月現在、全国の警察から指名手配されている被疑者は約2,200人に上がっています。警察では、日々
市民の皆さんの御協力を得ながら、その行方を追っています。中でも、オウム真理教関連事件について手配してい
る平田信ら３人は、警察庁の指定による特別手配を受けた重要な被疑者で、手配後10年以上が経過しました。
　指名手配被疑者は皆さんの近くに潜んでいるかも知れません。「ポスターの顔写真に良く似た者を見かけた」など、
どんな小さな情報でも結構ですので、警察に通報するようお願いします。

　このたび社団法人日本損害保険協会から、南島原市へ軽消防自動車の寄贈が決

定されました。同協会では、社会公共的な観点から、地域の防災力を高めること

を目的に毎年市町村へ寄贈を行っています。本年度は全国で20台の寄贈が決定

されており、今回は長崎県で唯一、南島原市が選ばれました。

　寄贈されるのは、全自動小型動力ポンプ（Ｂ２級）付軽消防自動車（四輪駆動）で、

今年度内に受納し、西有家地区に配備する予定です。

　合併前からの懸案事項であった「可燃ごみ袋の販売単価及び種類等に

関すること」について、早急に統一を図るため環境問題対策審議会で審

議中であった事項について、10月18日㈬、同審議会の渡邉昇治会長から

松島市長へ審議結果を答申しました。～答申内容は下記のとおりです。～

　 ① ゴミの減量化とリサイクルの推進を図る。

　 ② 衛生経費の削減については、運営管理体制の一部見直しを、「南島原市行政改革大綱」、「南島原市総合計

　 　 画」及び「南島原市一般廃棄物処理計画」等で整合性を図りながら検討する。

◎似ている人物を見かけたら
　110番通報するか、最寄りの警察署・交番・駐在所、又は

　オウムフリーダイヤル　　0120ー006024まで連絡願います。

手配10年　このままでは決して終わらせない。

オウム指名手配被疑者の検挙に御協力を！

地域の防災のために軽消防自動車が寄贈されます

環境問題対策審議会（市長へ答申しました）

地下鉄サリン事件あの事件は今

その他環境政策に関すること

可燃ごみ袋の販売単価及び種類等に関すること

答申事項

あなたの情報をお待ちしています

平田　　信
ひら た まこと・身長１８３センチ位

・ひげが濃い、歯並びが悪い

・左首筋に5ミリ位のホクロ昭和40年生（41歳）

現在のイメージ画H7.撮影

高橋　克也
たか はし やかつ ・身長１７３センチ位

・眉毛が濃い

・近視（めがね使用あり）昭和33年生（48歳）

現在のイメージ画H5.撮影

菊池　直子
きく ち こなお ・身長１５９センチ位

・右こめかみに４ミリ位のホクロ

・右目下に１ミリ位のホクロ昭和46年生（34歳）

現在のイメージ画H5.撮影

▲寄贈される予定の軽消防自動車

▲答申書を手渡す渡邉会長

①販売単価

　大…20円／枚　小…15円／枚

②種類等

　・レジ袋方式　　大　50リットル入り　小　30リットル入り
　・袋の厚み　　　大　0.03mm　　　　  小　0.025mm
　・袋の材質　　　中低圧強化ポリエチレン製
　・袋の文字の色　赤　色

南島原市可燃ごみ袋
大 50L

20円/枚

南島原市可燃ごみ袋
小 30L

15円/枚
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未来につたえよう
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〜
島
原
の
乱
〜

①１チーム監督１名、マネージャー１名、選手８名、

　交代選手２名、計12名によって編成。ただし、選

　手が10名に満たない場合は、監督・マネージャー

　は選手を兼ねることができる。選手が８、９名のチ

　ームでも参加可能。

②小学生の部、中・高男女混合の部の監督・マネージ

　ャーは成人であること。

①決勝戦は３本引き、他は１本引き。予選はリンクリ

　ーグ戦、決勝はトーナメント戦とする。

　ただし、参加チーム数によって競技方法を変更する

　場合がある。

①小学生の部……………無　料

②中・高男女混合の部…無　料

③一般男女混合の部……３,０００円/１チーム

④一　 般 　の　 部……５,０００円/１チーム

期　限…平成18年11月30日㈭　※締め切り厳守

申込先…南島原市教育委員会各地域事務所
参加料の支払い…参加料は申し込み時に納めてください。

申込書…南島原市教育委員会各地域事務所および南島

　　　　原市のホームページでダウンロードできます。

　組み合わせ抽選会は12月11日㈪午後８時から
南島原市南有馬体育館で実施しますので、各チームの

代表者は必ず出席願います。また、同日に綱引きのル

ール等の講習会も実施します。

　南島原市教育委員会では、各種大会やスポーツ

教室で、企画・運営等で協力していただけるスポ

ーツボランティアを随時募集しています。興味が

ある人は南島原市教育委員会にお尋ねください。

　　　　　 南島原市綱引き実行委員会

　　　　　 南島原市・南島原市教育委員会

南島原市綱引き実行委員会事務局（南島原市教育委員会生涯学習課内）

〒859ー2412　南島原市南有馬町乙1023番地　　TEL050ー3381ー5082　FAX0957ー85ー2767

※南島原市のホームページで要項・申込み用紙がダウンロードできます。
　ホームぺージアドレス　http://www.city.minamishimabara.lg.jp/

　南島原市の誕生に伴い、綱引き大会を南島原

市のビッグイベントと位置付け、綱引き大会を

とおして市民の親睦や融和を図ります。また、

地域連帯感の醸成と併せて体力の保持・増進を

目的としています。

　南島原市の誕生に伴い、綱引き大会を南島原

市のビッグイベントと位置付け、綱引き大会を

とおして市民の親睦や融和を図ります。また、

地域連帯感の醸成と併せて体力の保持・増進を

目的としています。

主　　催

申 込 方 法

参　加　料

共　　催

お問い合わせ

組み合わせ抽選会およびルール講習会

競技方法

チーム編成

種目及び参加資格

スポーツボランティアを随時募集しています

小　学　生　の　部
①小学５・６年生を原則とする。②南島原市内在住、在学の児童。

中 ・ 高 　男　女　混　合　の　部
①中・高男女混成（ただし、１回の競技に選手として必ず女子４名
　以上を含めること。）
②選手10名の合計体重が６００㎏以下。（ただし、選手が８、９名の
　場合は按分する。）
③南島原市内在住、在学の12歳以上の中・高男女。

一　般　男　女　混　合　の　部
①一般男女混成（ただし、１回の競技に選手として必ず女子４名以
　上を含めること。）
②選手10名の合計体重が７００㎏以下。（ただし、選手が８、９名の
　場合は按分する。）
③南島原市内在住、在勤の18歳以上の男女。

一　　般　　の　　部
①選手10名の合計体重が８００㎏以下。（ただし、選手が８、９名の
　場合は按分する。）
②南島原市内在住、在勤の18歳以上の男女。
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※ご希望により、お住まいの地区以外でも受けることが

　できます。　その場合は必ず前日までに、健康保健課

　（☎050-3381-5050）または各総合支所・住民センター

　へ連絡してください。

　事　業　名　

　事　業　名　

　事　業　名　

事　業　名 実 　施　 日 時　　　間

時　　　間

時　　　間

時　　　間 場　　　所

場　　　所

場　　　所

場　　　所 備　　　考

備　　　考

備　　　考

備　　　考

婦 人 が ん 検 診 ・
骨 粗 し ょ う 症 検 診

布 津 保 健 セ ン タ ー

深 江 公 民 館

布 津 保 健 セ ン タ ー

深 江 ふ る さ と 伝 承 館

布 津 保 健 セ ン タ ー

布 津 保 健 セ ン タ ー

深 江 公 民 館

平成16年3月～平成16年4月生

４０歳以上

生後３～６ヶ月

４０歳以上

北有馬・南有馬・口之津・加津佐地区

平成15年３月～平成15年５月生

平成17年２月～平成17年４月生

生後３～６ヶ月

生後３～90ヶ月

深江・布津・有家・西有家地区

平成17年2月～平成17年4月生

生後３～90ヶ月

有 家 保 健 セ ン タ ー

西 有 家 保 健 セ ン タ ー

有 家 総 合 支 所

西有家地区消防団献血本 庁（ 西 有 家 庁 舎 ）

西 有 家 町 商 工 会 館 前

有 家 保 健 セ ン タ ー

有 家 保 健 セ ン タ ー

布 津 保 健 セ ン タ ー

有 家 保 健 セ ン タ ー

北 有 馬 保 健 セ ン タ ー

北 有 馬 保 健 セ ン タ ー

口 之 津 保 健 セ ン タ ー

口 之 津 保 健 セ ン タ ー

胃 が ん 検 診 ・
腹 部 超 音 波 検 診

予 防 接 種（ ポ リ オ ）

両 親 学 級

１ 歳 ６ ヶ 月 児 健 診

予 防 接 種（ Ｂ Ｃ Ｇ ）

健 康 相 談

献 血

健 康 相 談

基本健診・胸部検診・大腸がん検診

献 血

予 防 接 種（ Ｂ Ｃ Ｇ ）

２ 歳 児 歯 科 健 診

予 防 接 種（ ポ リ オ ）

09：00～12：00

09：00～12：00

布 津 保 健 セ ン タ ー08：30～11：00

13：30～終了まで

13：00～終了まで

9：30～11：30  12：30～15：30

13：30～終了まで

13：00～終了まで

13：30～終了まで

13：30～終了まで

13：00～終了まで

09：00～12：00

09：00～12：00

9：30～11：30・12：30～15：30

09：00～12：00

13：30～15：00

08：30～11：00

13：00～15：00

実 　施　 日

実 　施　 日

実 　施　 日

11月28日㈫～29日㈬

1 1 月 0 8 日（水）

1 1 月 0 1 日（水）
1 1 月 2 2 日（水）
1 1 月 0 1 日（水）

1 1 月 0 9 日（木）

本 庁（ 西 有 家 庁 舎 ）9：30～11：30・12：30～15：301 1 月 1 6 日（木）
1 1 月 0 2 日（木）
1 1 月 0 9 日（木）
1 1 月 1 0 日（金）

1 1 月 2 2 日（水）

1 1 月 1 5 日（水）

1 1 月 1 4 日（火）

1 1 月 1 7 日（金）
1 1 月 2 1 日（火）

1 1 月 2 2 日（水）
1 1 月 1 7 日（金）
1 1 月 0 8 日（水）

11月07日㈫～08日㈬
11月14日㈫～15日㈬

1 1 月 2 1 日（火）

北 有 馬 保 健 セ ン タ ー

原城オアシスセンター
健 康 相 談

09：00～12：00

09：00～12：00

08：30～11：00

13：30～15：30

13：00～14：30

1 1 月 0 6 日（月）
1 1 月 2 0 日（月）

献 血
1 1 月 1 5 日（水）
1 1 月 3 0 日（木）

原 爆 健 診

1 1 月 2 4 日（金）
1 1 月 3 0 日（木）

平成17年12月・平成18年4月生、8月生

平成17年12月・平成18年4月生、8月生

北有馬・南有馬・口之津・加津佐地区

平成16年３月～平成16年５月生

原城オアシスセンター

原城オアシスセンター

南 有 馬 総 合 支 所

乳 児 相 談

両 親 学 級 1 1 月 0 6 日（月）

北 有 馬 総 合 支 所

２ 歳 児 歯 科 健 診

1 1 月 1 6 日（木） 原城オアシスセンター予 防 接 種（ ポ リ オ ）

原城オアシスセンター

北 有 馬 保 健 セ ン タ ー

原城オアシスセンター

北 有 馬 保 健 セ ン タ ー

北 有 馬 保 健 セ ン タ ー

10：00～11：00

13：30～14：30

09：30～11：30

12：30～15：30

13：30～15：30

10：00～15：00

生後３～90ヶ月

生後３～６ヶ月

北有馬地区

南有馬地区

予 防 接 種（ Ｂ Ｃ Ｇ ） 1 1 月 1 7 日（金）

1 1 月 2 1 日（火）

1 1 月 2 9 日（水）

1 1 月 0 6 日（月）
1 1 月 2 0 日（月）

有 家 保 健 セ ン タ ー

有 家 保 健 セ ン タ ー

西有家B&G海洋センター13：00～14：30

13：30～15：30

08：30～11：00

平成17年12月・平成18年4月、8月生西 有 家 保 健 セ ン タ ー乳 　 児 　 相 　 談 1 1 月 2 4 日（金） 09：00～14：00

有 家 保 健 セ ン タ ー 乳がん 40歳以上（偶数年齢）

骨粗しょう症 30歳～75歳（5歳きざみ）

子宮がん 20歳以上（偶数年齢）
08：30～11：00

13：00～15：00
1 1 月 1 0 日（金）

1 1 月 3 0 日（木）

1 1 月 1 5 日（水）
1 1 月 0 8 日（水）
1 1 月 0 6 日（月）

1 1 月 0 1 日（水）

１ 歳 ６ ヶ 月 児 健 診

両 親 学 級

予 防 接 種（ Ｂ Ｃ Ｇ ）

３ 歳 児 健 診

乳 児 相 談

生後３～９０ヶ月

生後３～６ヶ月

口 之 津 保 健 セ ン タ ー

加 津 佐 保 健 セ ン タ ー

口 之 津 保 健 セ ン タ ー13：30～終了まで

13：00～終了まで

13：30～終了まで1 1 月 2 8 日（火）
1 1 月 2 2 日（水）
1 1 月 2 1 日（火）

1 1 月 1 4 日（火）
1 1 月 1 5 日（水）

予 防 接 種（ ポ リ オ ）

〈深江・布津地区〉 ○お問い合わせ先 （深江地区：市民課 福祉保健班  ☎050-3381-5121）（布津地区：市民課 福祉保健班  ☎050-3381-5131）

〈有家・西有家地区〉 ○お問い合わせ先 （有家地区：市民課 福祉保健班  ☎050-3381-5141）（西有家地区：市民課 福祉保健班  ☎050-3381-5151）

〈北有馬・南有馬地区〉 ○お問い合わせ先 （北有馬地区：市民課 福祉保健班  ☎050-3381-5161）（南有馬地区：市民課 福祉保健班  ☎050-3381-5171）

〈口之津・加津佐地区〉 ○お問い合わせ先 （口之津地区：市民課 福祉保健班  ☎050-3381-5181）（加津佐地区：市民課 福祉保健班  ☎050-3381-5191）

基本健診・胸部検診・
大腸がん検診　　　　

婦 人 が ん 検 診 ・
骨 粗 し ょ う 症 検 診

有 家 保 健 セ ン タ ー
胃 が ん 検 診 ・
腹 部 超 音 波 検 診

基本健診・胸部検診・
大腸がん検診　　　　

13：30～終了まで

10：00～15：00

13：00～終了まで

13：30～終了まで

口 之 津 保 健 セ ン タ ー

加 津 佐 保 健 セ ン タ ー

加 津 佐 保 健 セ ン タ ー

原城オアシスセンター

健 康 相 談
09：00～12：00

09：00～12：00

1 1 月 0 6 日（月）

1 1 月 0 1 日（水）
1 1 月 2 2 日（水）

乳がん 40歳以上（偶数年齢）

骨粗しょう症 30歳～75歳（5歳きざみ）

子宮がん 20歳以上（偶数年齢）

布 津 保 健 セ ン タ ー

布 津 保 健 セ ン タ ー

平成17年12月・平成18年4月、8月生

深江・布津・有家・西有家地区両 　 親 　 学 　 級

乳 児 相 談 09：00～14：00

13：30～15：301 1 月 1 7 日（金）
1 1 月 2 4 日（金）

胃 が ん 検 診 ・
腹 部 超 音 波 検 診

11月09日㈭～10日㈮
11月15日㈬～16日㈭

11月16日㈭～17日㈮

11月20日㈪～21日㈫
11月30日㈭～12月1日㈮

13：00～14：30

４０歳以上
（腹部超音波検診　５歳きざみ）

４０歳以上
（腹部超音波検診　５歳きざみ）

４０歳以上

４０歳以上
（腹部超音波検診　５歳きざみ）

1 1 月 0 2 日（木）

※基本健診結果説明会の日程はP12の「南島原にゅーす」に掲載しています。

※基本健診結果説明会の日程はP12の「南島原にゅーす」に掲載しています。

保健事業のご案内保健事業のご案内保健事業のご案内 11月11月

●特別整理休館
　10月31日㈫～11月２日㈭
●幼児向けおはなし会
　11月４日㈯　15時半～16時
●おはなし会
　11月11日㈯　10時半～11時
●たんぽぽのおはなし会
　11月18日㈯　14時～14時半
●クリスマス工作教室
　11月25日㈯　13時半～14時半
●読書週間ポスター展
　11月４日㈯～11月29日㈬
※利用者インターネットを設置しました。
　ご利用ください。

●おはなし会（おはなしのへや）
　11月７・14・21日㈫　16時20分～
●図書館クイズ
　10月27日㈮～11月12日㈰ 

　秋の読書週間にちなんだ本のクイズ
　対象：小学生（低・中・高学年用）
●おりがみ教室（おはなしのへや）
　11月18日㈯　13時半～
　テーマ「クリスマス」

●金曜日おはなし会（乳幼児対象）
　11月10・24日㈮　11時～11時半
●土曜日おはなし会（未就学児・児童対象）
　11月18日㈯　14時～14時半
●ホーホー森の上映会
　11月16日㈭　18時～
　上映作品「スプーンおばさん」３巻

●読書週間の毎日おはなし会
　10月27日㈮～11月10日㈮
　11時～幼児向け　16時半～小学生向け
●作ってあそぼう！～工作ランド～
　11月３日㈮　10時半～

●出張おはなし隊（慈恩寺分館）
　11月11日㈯　10時～
●おはなし会「話の小箱」
　11月18日㈯　14時～
●おはなし会「ありんこのす」
　11月25日㈯　11時

●図書館まつり
　11月19日㈰　10時半～
　コレジヨホール大会議室
●おはなし会「ちゅうりっぷ」
　11月12・26日㈰　14時～14時半
●えほんDeクイズ・くいず
　11月18日㈯～11月29日㈬
●おってみゅーDay（おりがみ教室）
　11月25日㈯　14時～14時半

●工作ひろば
　11月４日㈯　14時～
●おはなし会
　11月18日㈯　14時～

加津佐図書館
☎０５０（３３８１）５１１９

西有家図書館
☎０５０（３３８１）５１５５口之津図書館

☎０５０（３３８１）５１８６

原城図書館
☎０５０（３３８１）５０７８

有家図書館
☎０５０（３３８１）５０４６

深江ふるさと伝承館図書室
☎０５０（３３８１）５１２５

●ごあいさつ

　有家図書館は、平成９年１月18日コレジヨホー

ル内に併設され、今年で10年目を迎えます。

　書架、テーブル、椅子等すべてが木製の手作りに

よるもので、温もりがあり人に優しい図書館です。

　登録者は現在、6，900人です。

　あらゆる年齢の人達から「そこに行くのが楽し

くなる」と感じていただけるような図書館を目指

して行きたいと思っています。

　小さい図書館ですが、本棚から飛び出さんばか

りの本たちが、皆様のお越しをお待ちしています。

●有家図書館の特色

　キリシタンゆかりの地有家町では、史談会有志

方のご賛助をいただき「キリシタン研究資料」を多

数備えております。

　天正の昔（約400年前）有家町にはセミナリヨ（神

学校）やコレジヨ（大学校）が存在していました。

　コレジヨホール二階には、有家セミナリヨで製

作された日本人生徒の銅版画「セビリヤの聖母」と

「聖家族」（復刻版）が展示されています。

　キリシタン研究資料と併せて、ぜひご覧ください。

●図書館まつり

　今年も11月19日㈰

コレジヨホール（大会

議室）で行います。

●読み聞かせ
　毎月第２・第４日曜日に

14時から実施しています。

　昨年の様子

●本との出会い

　「図書館が近くにあっ

て良かったです。」

有家図書館アクセス

特集『有家図書館』No.5

＊開館時間　10：00～18：00

＊休 館 日　毎週月曜日、毎月末日（図書整理日）

　　　　　　年末年始、特別蔵書整理期間

ありえコレジヨホール（有家図書館）

有家交番

Aコープ・ジャスコ

有家総合支所

JA島原雲仙
東部基幹営農センター

南島原市
有家図書館

至西有家 至深江

有家駅
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月・MON 火・TUE 水・WED 木・THU 金・FRI 土・SAT日・SUN

メーデー
労働衛生週間

法の日 教育文化週間 国民の休日 文化の日 立夏

●献血
　（深江ふるさと伝承館）
　09：30～11：30
　12：30～15：30

●加津佐鯛釣り大会
　（荒天時は中止）
　06：00～13：00

体育の日 立　冬

●年金相談（北有馬老人福祉センター）
　10：00～15：00
●行政相談（有家町商工会館）
　17：30～
●献血（西有家町商工会館前）
　13：30～15：00

９～15日 秋の全国火災予防運動 鉄道の日

●教育相談
　（西有家公民館）
　10：00～12：00

行政相談週間

●行政相談（深江ふれあい
　の家）13：00～16：00
●行政相談（西有家老人福祉
　センター）10：00～15：00
●献血（南有馬総合支所）

　9：30～11：30・12：30～15：30

統計の日

●献血
　（本庁・西有家庁舎）
　9：30～11：30
　12：30～15：30

●年金相談
　（口之津公民館）
　10：00～15：00

貯蓄の日

●深江町産業まつり
　（深江総合支所駐
　車場及び深江ふ
　るさと伝承館）
　09：00～15：30

電信電話記念日 国連の日 勤労感謝の日 読書週間

●日野江ひろば2006
　（北有馬ピロティー文
　化センター日野江及び
　有馬小学校グラウンド）
●夢・手づくりふれあい祭り
　（加津佐町岩戸グラウンド）

詳細はP23

詳細はP23

●交通事故巡回相談
　（島原市役所）
　10：00～16：00
●献血（北有馬総合支所）
　9：30～11：30・12：30～15：30

　設立２年目で九州リーグ初優勝を遂げ
た島原半島発のサッカーチーム「Ｖ・フ
ァーレン長崎」が、このほど秋田県で開
催された全国社会人大会において、本県
の社会人チームとしては初めてとなる全
国優勝の快挙を達成しました。
　そのＶ・ファーレンが、来年度からの
日本サッカーリーグ（JFL）昇格を賭けて、
島原市で開催される昇格決定戦に臨みま
す。入場料は無料ですので、この機会に
ぜひ皆さんも応援してみませんか。

【対 JAPAN サッカーカレッジ】
●日　時　11月25日㈯ 午後 1 時15分
●会　場　島原市営陸上競技場
●入場料　無料

【対 ホンダルミノッソ狭山】
●日　時　11月26日㈰ 午後 1 時15分
●会　場　島原市営陸上競技場
●入場料　無料

　お問い合せ
　Ｖ・ファーレン長崎事務局
　☎０９５７－４３－２０９５
　ホームページアドレス  http://www.v-varen.com

●みそ五郎まつり
　（西有家町須川
　 商店街）
　10：00～17：00

●年金相談の予約・お問い合わせは各総合支所または住民センターでお尋ねください。
●北有馬町・口之津町・加津佐町の行政相談は随時受け付けています。

●行政相談
　（原城オアシスセンター）
　13：00～16：00

●年金相談
　（ありえコレジヨホール）
　10：00～15：00

●行政相談
　（有家町商工会館）
　17：30～

●行政相談
　（布津公民館）　
　14：00～16：00

●活き生きふるさと
　ふつまつり
　（多目的集会施設前広場）
　09：00～15：30

国民年金保険料の収納窓口の開設について国民年金保険料の収納窓口の開設について国民年金保険料の収納窓口の開設について

ねえ、みんな、この金額に目を留めて。

■日　時　平成18年11月27日㈪　午前11：30～午後７：00
　　　　　平成18年11月28日㈫　午前 ９：30～午後３：00

■場　所　北有馬ピロティ一文化センター日野江（レディースエンジョイルーム）

　　　　　南島原市口之津公民館・南島原市布津公民館

　国民年金保険料の納め忘れはありませんか！

　年金を受けるためには納付が必要です。このたび諌早社会保険事務所

の職員による国民年金保険料の臨時の収納窓口を開設しますので、この

機会をご利用ください。

　また、保険料の納入（口座振替の方法、納付書の再発行）のご相談、

納付が困難な場合についての相談も承ります。

●献血
　（有家総合支所）
　09：30～11：30
　12：30～15：30

●みそ五郎まつり
　（西有家町須川
　 商店街）
　10：00～21：00

●こんぴら祭
　（布津こんぴら公園）
●日野江ひろば2006
●夢・手づくりふれ
　あい祭り

（特定の産業には産業別最低賃金が定められています。）

平成18年10月1日発効

▼

まちのなかの彫刻展

フロム ライフ

会  期：2006年11月３日［金・祝］から11月30日［木］
会  場：長崎県南島原市南有馬町　旧JA米倉庫ほか
開場時間：10：00～16：00




